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森 の国だ より

　

４
月
26
日
、
滑
床
渓
谷
で
山
開
き
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
愛
媛
県
、
愛
媛
森
林

管
理
署
、
環
境
省
、
宇
和
島
市
、
松
野
町
、
㈱

共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
滑
床
を
愛
す
る
会
、
㈱

フ
ォ
レ
ス
ト
キ
ャ
ニ
オ
ン
、
目
黒
緑
の
少
年
隊

（
松
野
南
小
学
校
児
童
）
の
関
係
者
ら
約
70
名

が
参
加
し
、
森
の
国
発
祥
の
碑
の
前
で
、
滑
床

渓
谷
を
訪
れ
る
人
々
の
安
全
と
観
光
振
興
を
祈

願
し
ま
し
た
。

　

神
事
で
は
、
関
係
者
ら
が
玉
串
を
供
え
た
ほ

か
、
松
野
南
小
学
校
６
年
生
の
４
名
が
ア
マ
ゴ

を
放
流
し
ま
し
た
。
ま
た
、
滑
床
渓
谷
で
行
わ

れ
る
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
の
実
施
団
体
を
代
表
し

て
㈱
フ
ォ
レ
ス
ト
キ
ャ
ニ
オ
ン
の
メ
ン
バ
ー
が

お
祓
い
を
受
け
、
実
際
に
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
の

披
露
も
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
愛
媛
森
林
管
理
署
と
四

万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
の
職
員

ら
の
協
力
に
よ
り
、
松
野
南
小
学
校
の
児
童
を

対
象
と
し
た
森
林
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子

供
た
ち
は
木
工
教
室
な
ど
を
通
じ
て
自
然
の
素

晴
ら
し
さ
と
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

５
12

平
成
25
年
度
滑
床
山
開
き

４
26

　

５
月
12
日
㈰
、
中
央
公
民
館
主
催
で
、
春
の

滑
床
自
然
観
察
登
山
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
絶
好
の
登
山
日
和

と
な
り
、
町
内
外
か
ら
滑
床
フ
ァ
ン
28
名
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　

一
行
は
、「
滑
床
を
愛
す
る
会
」
の
藤
井
勝

さ
ん
の
ガ
イ
ド
で
、
鹿
の
コ
ル
か
ら
鬼
ヶ
城
、

八
面
山
、
吊
尾
根
、
大
久
保
山
頂
ま
で
の
ル
ー

ト
を
登
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
春
の
息
吹
を
感

じ
な
が
ら
展
望
美
、
森
林
美
を
満
喫
し
た
よ
う

で
し
た
。

　

渓
谷
は
、
四
季
折
々
違
っ
た
表
情
を
見
せ
、

何
度
訪
れ
て
も
登
山
客
を
気
持
ち
良
く
受
け
入

れ
て
く
れ
ま
す
。
中
央
公
民
館
で
は
、
秋
に
も

紅
葉
の
時
期
に
登
山
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
滑
床
自
然
観
察
登
山
で
森
の
国
の
魅
力

を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
次
回
の
滑
床
登

山
に
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

春
の
滑
床
自
然
観
察
登
山
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森 の国だ より

　

消
防
団
春
期
訓
練
会
が
５
月
12
日
、
森
の
国

ド
ー
ム
を
主
会
場
に
実
施
さ
れ
、
岡
本
団
長
外

92
名
の
団
員
が
出
動
し
ま
し
た
。

　

松
野
町
消
防
団
で
は
、
毎
年
、
春
と
夏
の
２

回
合
同
の
訓
練
会
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
の

春
期
訓
練
会
で
は
、
人
員
姿
勢
服
装
点
検
や
、

団
幹
部
を
対
象
と
し
た
号
令
や
指
揮
な
ど
の
礼

式
訓
練
が
行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
団
員
た
ち
は
消

防
の
基
本
動
作
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
礼
式
訓
練
後
に
は
一
般
団
員
を
対
象

と
し
た
ホ
ー
ス
の
延
長
・
撤
収
訓
練
が
行
わ
れ
、

団
員
が
２
人
１
組
の
チ
ー
ム
を
作
り
、
ホ
ー
ス

の
延
長
か
ら
撤
収
、
収
納
ま
で
の
ス
ピ
ー
ド
を

分
団
間
で
競
い
あ
い
ま
し
た
。

　

訓
練
会
終
了
後
に
は
、
会
場
を
虹
の
森
公
園

河
川
敷
に
移
動
し
、
機
械
器
具
の
操
作
訓
練
を

兼
ね
た
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
春
期
訓
練
会

紹介

５
12

　

松
野
町
生
活
研
究
協
議
会
は
、
会
員
23

名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
地
元
農
産
物
を

有
効
活
用
し
た
新
た
な
加
工
品
づ
く
り

や
、
食
文
化
普
及
講
座
等
で
伝
統
料
理
を

地
域
の
皆
さ
ん
に
伝
え
る
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
虹
の
森
公
園
の
レ
ス
ト
ラ
ン
遊

鶴
羽
で
月
２
回
（
第
２
・
４
火
曜
日　

11
：
00
〜
）
開
催
さ
れ
て
い
る
「
お
か
あ

さ
ん
レ
ス
ト
ラ
ン
」
で
の
ラ
ン
チ
バ
イ
キ

ン
グ
で
も
自
慢
の
腕
を
ふ
る
っ
て
い
ま

す
。
季
節
ご
と
の
旬
の
野
菜
を
中
心
に
昔

な
が
ら
の
調
理
法
や
森
の
国
松
野
の
味

を
伝
え
る
べ
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
で
は
、
新
会
員
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。
料
理
が
好
き
な
方
、
お
菓

子
作
り
が
得
意
な
方
な
ど
一
緒
に
活
動

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
事
務
局

（
産
業
振
興
課　

☎
42
・
１
１
１
６
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

森
の
国
の
味
を
伝
え
る
お
か
あ
さ
ん



4

の掲示板ま ち

川
べ
り
の
草
芳
し
き
蕗
を
摘
む

市
毛
友
一
郎

生
徒
作
校
歌
流
る
る
木
芽
晴

伊
藤　

富
子

オ
カ
リ
ナ
の
音
色
に
酔
ひ
て
春
の
宵岡

本　

京
子

囀
が
聞
こ
え
ま
す
か
と
墓
参
り

金
谷　

惠
子

柿
若
葉
孫
の
メ
ー
ル
の
届
き
け
り

金
谷　

重
子

う
ら
ら
か
な
切
れ
味
た
め
す
土
佐
刃
物金

谷　

文
恵

草
餅
や
母
の
指
跡
な
つ
か
し
く

駒
山　

忠
夫

庫
裡
の
窓
真
ん
丸
一
つ
日
脚
伸
ぶ

谷　

き
よ
し

津
波
跡
た
ど
り
て
植
え
し
桜
の
樹

布　
　

久
光

峡
里
の
懐
深
し
梨
の
花

布　
　

康
江

七
重
八
重
山
吹
咲
い
て
峡
は
晴

ひ
の
た
い
ら

コ
ー
ヒ
ー
の
香
に
バ
ラ
開
く
誕
生
日正

木　

玲
子

一
川
の
土
佐
へ
流
る
る
桜
東
風

宮
崎
き
く
を

春
は
名
の
み
な
つ
か
し
き
歌
く
ち
づ
さ
む

森
田　

す
み

春
愁
や
姉
の
手
擦
れ
の
文
庫
本

山
下
ス
ミ
子

来
年
も
見
た
し
道
後
の
こ
の
桜

赤
松　

午
子

入
学
児
た
っ
た
三
人
山
笑
ふ

稲
谷
キ
ミ
子

迂
回
路
の
古
き
駅
舎
や
花
は
葉
に

上
田
み
ち
子

疾
風
や
あ
ば
れ
に
あ
ば
れ
鯉
の
ぼ
り岡

本　

三
葉

ふ
る
里
の
か
の
花
の
雨
想
ひ
ゐ
る

菊
澤　

大
和

一
日
で
終
り
し
田
植
ゑ
亡は

は母
に
告
ぐ竹

内
サ
ダ
子

人
権
の
広
場

「
あ
お
ぞ
ら
子
ど
も
会
」
開
講
式

　

５
月
14
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
平
成
25
年
度
あ
お
ぞ
ら
子
ど
も
会
の
開

講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
講
式
に
は
小
学
生
12
名
。中
学
生
４
名
。関
係
者
25
名
の
参
加
が
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
は
、
あ
お
ぞ
ら
子
ど
も
会
で
学
習
し
た
い
こ
と
な
ど
を
発
表

し
ま
し
た
。

　

松
野
西
小
学
校
、
松
野
中
学
校
の
両
校
長
先
生
か
ら
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
と
思
い
や
り
の
気
持
ち
で
、
み
ん
な
で
仲
良
く
活
動
し
て
い
く
よ
う

に
と
力
強
い
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。　
　

　

あ
お
ぞ
ら
子
ど
も
会
は
、
平
成
７
年
、
中
学
生
の
声
に
よ
り
結
成
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
10
年
か
ら
は
小
学
生
（
４
年
生
以
上
の
児
童
）
に
も
参
加

を
呼
び
か
け
、
小
中
学
生
が
同
じ
時
間
に
同
じ
場
所
で
学
習
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
も
『
差
別
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
』
と
い
う

人
権
尊
重
の
理
念
の
も
と
、
毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
30
分
か
ら
、
松
野
町

隣
保
館
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
会
場
で
、
宿
題
な
ど
の
教
科
学
習
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
に
つ
い
て
の
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。　
　

　

夏
休
み
に
は
、
フ
レ
ン
ド
ま
つ
の
、
大
島
青
松
園
の
み
な
さ
ん
と
の
交

流
会
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

見
学
や
夏
休
み
中
だ
け
の
参
加
、
途
中
か
ら
の
入
会
も
出
来
ま
す
。
事

務
局
は
教
育
委
員
会
で
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
ち
の
投
句
箱

葛
句
会
　
四
月
例
会
句
会　
於　
町
民
セ
ン
タ
ー

吉
野
句
会
　
四
月
例
会
句
会　
於　
吉
野
生
公
民
館

俳
句
の
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句　
四
月
投
句
分

佳
作

《
虹
の
森
公
園
》

　

校
庭
に
薄
き
日
の
さ
す
遅
桜

鬼
北
町　

中
尾　
　

正

《
不
器
男
記
念
館
》

　

不
器
男
訪
ふ
石
段
ご
と
の
石
蕗
の
花

松
前
町　

玉
井　

操
子

《
目
黒
ふ
る
さ
と
館
》

　

春
遍
路
花
の
嵐
を
友
と
し
て

松
野
町　

田
中
志
津
代

《
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
句
》

　

今
日
の
日
の
元
気
の
印
鯉
幟

松
野
町　

谷　

き
よ
し



5

　　　 の掲示板　　　ま　　　　　　ち

お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

富
　
岡
　
松
本
　
春
男
　
　
98
歳

奥
野
川
　
音
地
嘉
津
惠
　
　
78
歳

豊
　
岡
　
井
上
　
　
肇
　
　
84
歳

松
　
丸
　
清
家
　
　
勉
　
　
90
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す（

敬
称
略
）

（
住
所
）　（
保
護
者
）    

（
出
生
児
）（
性
別
）

蕨
　
生
　
市
川
　
　
昇
　
千ち

　
菜な

　
　
女

　
　
　
　
　
　
み
ゆ
き

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ご
寄
付
お
礼
（
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

岡
本
　
鉄
也
　
　
鬼
北
町

☆
広
報
寄
付

布
　
万
里
子
　
　
東
京
都

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

町 の 人 口

世帯数　2,030世帯（＋５世帯）

総人口　4,363人 （＋１人）
男2,048人　女2,315人
（４月中の異動）

　　○出　生　１人　○死　亡　５人
　　○転　入　29人　○転　出　24人

平成25年４月30日現在
※外国人を含みます。

滑
床
を
愛
す
る
会
会
長
　
藤
井
勝
氏
が

環
境
大
臣
表
彰
を
受
賞

集まれ！　　月生まれ！集まれ！　　月生まれ！６
　広報まつのでは年齢・性別を問わず、

誕生日の町民をどんどん紹介していきま

す！

　今月は１歳の誕生日を迎える嶋本純怜

ちゃん（松丸）です。

　本コーナーに掲載を希望される方は、
総務課広報担当までお気軽にご連絡くだ
さい。
※紙面の都合により掲載できない場合も
ありますのでご了承ください。

【問合せ先】☎42－1111（内線210）

生まれの町民募集！7月 8月

嶋
しま

本
もと

　純
す み れ

怜ちゃん
2012年６月28日生まれ（１歳）

　今年１歳になるすみれちゃ
んは、「おかあさんといっしょ」
のダンスに合わせて踊るのが
日課だそうです。
　食欲旺盛で、大人のお皿に
まで手が伸びてくるので、パ
パとママのおみそ汁は、毎日
具なしになってしまいます。
　たくさん食べて遊んで、毎
日元気いっぱいのすみれちゃ
ん、これからどう成長するの
か、楽しみですね。

　

滑
床
を
愛
す
る
会
の
会
長　

藤
井
勝
さ
ん
が
こ
の
度

「
み
ど
り
の
日
」
自
然
環
境
功
労
者
環
境
大
臣
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
自
然
環
境
の
保
全
に
関
し
顕
著
な
功
績

の
あ
っ
た
個
人
や
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。
藤
井

さ
ん
は
、
永
年
、
足
摺
宇
和
海
国
立
公
園
に
お
け
る
登

山
道
の
整
備
や
美
化
活
動
、
登
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
そ
の
地
道
な
活
動

が
認
め
ら
れ
、
栄
え
あ
る
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

滑床を愛する会による環境保全活動の様子

藤井氏は今回の受賞を
「私個人ではなく、滑床
を愛する会全体の活動
が認められたもの」と
語り、会員や関係者に
感謝の意を表しました。
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Informationお し ら せ

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設

　

農
地
を
住
宅
や
工
場
等
の
施
設
用
地
や
駐
車
場
、
植

林
な
ど
農
地
以
外
の
用
途
に
転
用
す
る
た
め
に
は
、
農

地
法
の
規
定
に
よ
る
県
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
（
農
地
が
４
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

場
合
は
農
林
水
産
大
臣
の
許
可
）。

　

農
地
法
で
は
、
優
良
農
地
を
確
保
す
る
た
め
、
農
地

の
優
良
性
や
周
辺
の
土
地
利
用
状
況
等
に
よ
り
農
地
を

区
分
し
て
転
用
を
農
業
上
の
利
用
に
支
障
が
少
な
い
農

地
に
誘
導
し
、
具
体
的
な
転
用
目
的
を
有
し
な
い
投
機

目
的
、
資
産
保
有
目
的
で
の
農
地
の
転
用
は
認
め
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。 

　

転
用
の
申
請
は
、
農
地
の
所
有
者
自
ら
が
農
地
を
転

用
す
る
農
地
法
第
４
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
申

請
と
、
農
地
の
所
有
者
以
外
の
者
が
所
有
者
か
ら
農
地

を
買
い
受
け
た
り
、
借
り
受
け
た
り
し
て
転
用
す
る
農

地
法
第
５
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
申
請
の
２
種

類
が
あ
り
ま
す
。

　

両
申
請
と
も
町
の
農
業
委
員
会
が
受
付
し
、
毎
月
行

わ
れ
て
い
る
農
業
委
員
会
の
定
例
総
会
で
そ
の
申
請
に

対
す
る
意
見
決
定
を
行
い
、
愛
媛
県
知
事
に
意
見
を
進

達
し
ま
す
。

　

意
見
決
定
の
基
準
は
二
つ
あ
り
、
一
つ
は
事
業 

施
の

確
実
性
や
周
辺
農
地
へ
の
影
響
な
ど
に
よ
る
一
般
基
準

と
、
も
う
一
つ
は
農
地
の
優
良
性
や
周
辺
の
土
地
利
用

状
況
な
ど
に
よ
り
定
め
る
立
地
基
準
で
す
。

立
地
基
準
は
、
営
農
条
件
及
び
周
辺
の
市
街
地
化
の
状

況
等
に
よ
り
５
種
類
に
区
分
し
て
い
ま
す
。

　

町
が
定
め
る
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
お
い
て
農

用
地
区
域
と
さ
れ
た
区
域
の
農
地
は
農
用
地
区
域
内
農

地
と
し
て
区
分
し
、
原
則
転
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
農
用
地
区
域
内
農
地
か
ら
の
除
外
等
に
つ
い
て
は

町
の
計
画
方
針
等
に
よ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
用
地
区
域
内
農
地
以
外
で
あ
っ
て
も
農
業

公
共
投
資
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
り
、
一
定
の
集
団
性

が
確
保
さ
れ
て
い
た
り
と
、
生
産
性
の
高
い
優
良
農
地

は
甲
種
農
地
及
び
第
１
種
農
地
と
し
て
区
分
し
、
集
落

接
続
の
住
宅
等
の
例
外
事
項
を
除
き
、
原
則
転
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

小
集
団
の
未
整
備
農
地
や
市
街
化
近
郊
の
農
地
は
、

第
２
種
農
地
と
し
て
区
分
し
、
市
街
地
の
農
地
に
立
地

困
難
な
場
合
に
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
街
地
の
農
地
は
、
第
３
種
農
地
と
し
て
原
則
許
可

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

農
地
法
第
４
条
及
び
第
５
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る

許
可
申
請
書
の
様
式
や
記
載
例
等
に
つ
い
て
は
農
業
委

員
会
事
務
局
に
備
え
付
け
て
い
る
ほ
か
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

許
可
基
準
に
は
様
々
な
項
目
や
例
外
事
項
が
あ
り
、

農
業
用
倉
庫
と
し
一
定
面
積
以
内
を
転
用
す
る
場
合
等
、

一
部
許
可
を
要
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
転
用

を
検
討
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

松
野
町
農
業
委
員
会
事
務
局

産
業
振
興
課
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
42
・
２
２
２
７

※ 

農
業
委
員
会
事
務
局
は
、
５
月

か
ら
吉
野
に
あ
る
農
業
支
援
セ

ン
タ
ー
に
移
転
し
ま
し
た
。

行
政
相
談

【
日　
　

時
】
６
月
10
日
㈪　

午
前
10
時
〜
正
午

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室　

【
内　
　

容
】
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

【
相　
談　
員
】
行
政
相
談
員
（
有
馬
節
男
）

心
配
ご
と
相
談

【
日　
　

時
】
６
月
10
日
㈪　

午
前
10
時
〜
正
午

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
心
配
ご
と
相
談

【
相　
談　
員
】
民
生
児
童
委
員

人
権
相
談

【
日　
　

時
】
６
月
10
日
㈪　

午
前
10
時
〜
正
午

【
場　
　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　
　

容
】
人
権
相
談

【
相　
談　
員
】
人
権
擁
護
委
員

農
地
の
無
断
転
用
は
法
律
で
罰
せ
ら
れ
ま
す

不
妊
相
談
の
ご
案
内

こ
ん
な
悩
み
や
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

・
私
た
ち
っ
て
不
妊
な
の
？
何
が
原
因
な
の
か
し
ら
？

・
ど
こ
に
行
け
ば
検
査
や
治
療
が
受
け
ら
れ
る
の
？

・
不
妊
治
療
っ
て
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

・
男
性
不
妊
っ
て
？
夫
の
検
査
は
必
要
？

・
流
産
し
た
…
子
ど
も
を
見
る
の
が
つ
ら
い
な
…

・
い
つ
ま
で
頑
張
れ
ば
い
い
の
？

　

愛
媛
県
心
と
体
の
健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
電
話
、
面
接
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

電
話
相
談

【
日　
　

時
】
毎
週
水
曜
日　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

【
相　
談　
員
】
保
健
師
等

面
接
相
談

【
日　
　

時
】
月
１
回
（
完
全
予
約
制
）

【
場　
　

所
】
愛
媛
県　

心
と
体
の
健
康
セ
ン
タ
ー　

1
階

【
相　
談　
員
】
不
妊
相
談
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　

医
師
及
び
助
産
師
等

◎
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
（
０
８
９
）
９
２
７
・
７
１
１
７

◎
予
約
時
間
は　

毎
週
水
曜
日　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

※
個
人
の
秘
密
は
必
ず
守
り
ま
す
！

農業委員会だより（６月号）

←至松丸

至吉野→

吉野橋

松野東バイパス

農業支援センター
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　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

放
送
大
学
₁₀
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
の
保
険
料
の
お
支
払
い
が
困
難
な
と
き
は

南
レ
ク
公
園
の
土
地
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
！

　

放
送
大
学
で
は
平
成
25
年
度
第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の

学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し

み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が

学
ん
で
い
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
8
月
31
日
ま
で
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
９
・

９
２
３
・
８
５
４
４
）
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
放
送
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

保
険
料
免
除
制
度
と
は

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
、
申
請
を
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
保
険
料
の
全

額
、ま
た
は
一
部
が
免
除
と
な
る「
保
険
料
免
除
制
度
」や「
一

部
納
付
（
免
除
）
制
度
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
免
除
の
期
間

は
、申
請
し
た
年
度
の
7
月
か
ら
翌
年
の
6
月
分
ま
で
で
す
。

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
ず
保
険
料
が
未
納
の
状
態

で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す

る
と
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

免
除
さ
れ
た
保
険
料
は
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
後
か
ら
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
２
年
を
過
ぎ
る
と
加
算

額
が
つ
き
ま
す
。

全
額
免
除
制
度

　

申
請
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
保
険
料
の
全
額
が
免
除
さ
れ
ま

す
。

一
部
納
付
（
免
除
）
制
度

　

申
請
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
保
険
料
の
一
部
を
納
付
、
残
り

の
保
険
料
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

一
部
免
除
に
は
3
種
類
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
額

と
年
金
額
の
計
算
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
一
部
免
除
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
免
除
さ
れ

た
額
の
保
険
料
を
納
め
な
い
場
合
は
未
納
期
間
と
し
て
取
り

扱
わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

免
除
の
対
象
と
な
る
所
得
基
準

　

保
険
料
の
免
除
を
受
け
る
に
は
、
本
人
の
ほ
か
、
配
偶
者

や
世
帯
主
な
ど
の
前
年
所
得
が
所
得
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
基
準
を
超
え
て
い
て
も

災
害
、
失
業
、
事
業
の
廃
止
な
ど
の
理
由
に
よ
っ
て
保
険
料

が
免
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

未
納
に
せ
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

免
除
申
請
に
は
、
年
金
手
帳
、
印
鑑
な
ど
が
必
要
で
す
が
、

右
記
の
ほ
か
に
も
添
付
し
て
い
た
だ
く
書
類
が
必
要
な
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
市
区
町
村
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

お
支
払
い
が
困
難
な
と
き
で
も
未
納
の
ま
ま
に
せ
ず
、
右

記
の
免
除
制
度
を
は
じ
め
、
納
付
猶
予
や
納
付
特
例
な
ど
の

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
区
町
村
の
窓
口
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

南
レ
ク
公
園
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業

　

県
は
、
南
レ
ク
公
園
利
用
者
の
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
、
公
園
内
の
利
用
さ
れ
て
い
な
い
用
地
を
無
償
で
貸

与
し
、
民
間
事
業
者
の
方
々
と
協
力
し
て
南
レ
ク
公
園
を
整

備
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
募
集
期
間
】
６
月
３
日
㈪
〜
８
月
16
日
㈮

【
県
の
支
援
】

・
南
レ
ク
公
園
内
の
用
地
を
無
償
貸
与
し
ま
す
。

・
基
盤
整
備
に
必
要
な
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

・
関
係
機
関
と
の
調
整
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

【
対
象
事
業
例
】

　

花
畑
、
観
光
農
園
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
、
牧
場
、
小
動
物
園
、

し
い
た
け
園
、
Ｍ
Ｔ
Ｂ
コ
ー
ス　

な
ど

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
愛
媛
県
南
予
地
方
局
建
設
部　

建
設
企
画
課

　

☎
０
８
９
５
・
22
・
５
２
１
１
（
内
線
４
１
９
）

　

℻  
０
８
９
５
・
22
・
４
８
３
０

　

Ｈ
Ｐ　

愛
媛
県
南
予
地
方
局
建
設
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.ehim

e.jp/nan54141/
nankenkikaku/nanrekukouen24.htm

l

平
成
₂₅
年
度　
子
ど
も
支
援
教
育
相
談

発
育
や
発
達
に
不
安
の
あ
る

　
　

幼
児
児
童
生
徒
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
こ
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

　

愛
媛
県
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
の
発
育
や
発
達
に
不

安
や
悩
み
を
持
つ
保
護
者
を
対
象
と
し
て
、
子
ど
も
の
養
育

や
教
育
に
つ
い
て
、
専
門
家
に
よ
る
相
談
会
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、お
気
軽
に
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
申　
込　
先
】
松
野
町
教
育
委
員
会　

☎
42
・
１
１
１
８

【
日　
　

時
】
７
月
９
日
㈫

【
場　
　

所
】
南
予
地
方
局
（
宇
和
島
市
天
神
町
７
―
１
）

【
内　
　

容
】・
目
に
つ
い
て
・
病
気
や
体
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

・
耳
に
つ
い
て
・
こ
と
ば
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

・
知
的
な
発
達
に
つ
い
て
・
情
緒
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

・
手
や
足
の
不
自
由
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

・
Ｌ
Ｄ
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
、
高
機
能
自
閉
症
等
に
つ

　
　
　
　
　
　

い
て

若
年
求
職
者
合
同
就
職
面
接
会

【
日　
　

時
】
７
月
４
日
㈭

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
12
時
30
分
（
新
規
大
卒
者
等
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
（
若
年
求
職
者
）

【
場　
　

所
】
ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル
（
愛
媛
県
県
民
文
化
会
館
）

　
　
　
　
　
　

真
珠
の
間

　
　
　
　
　
　

松
山
市
道
後
町
二
丁
目
五
―
一

【
内　
　

容
】
県
内
企
業
60
社
程
度
が
参
加
す
る
合
同
就

　
　
　
　
　
　

職
面
接
会 

（
要
履
歴
書
）

【
対　
象　
者
】
新
規
大
卒
者
等

（
平
成
26
年
３
月
大
学
等
卒
業
予
定
者
）

（
平
成
23
年
３
月
以
降
大
学
等
卒
業
者
）

　
　
　
　
　
　

若
年
求
職
者
（
四
十
五
歳
未
満
）

【
問
合
せ
先
】
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
愛
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ

　

☎
０
８
９
・
９
１
３
・
８
６
８
６

　

℻  
０
８
９
・
９
１
３
・
８
６
８
５

　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.ai

―w
ork.jp
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●
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
普
及
に
伴
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
利
用
者
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。「
メ
ー
ル
で
身
に
覚
え

の
な
い
料
金
が
請
求
さ
れ
た
」、「
年
齢
確
認
ボ
タ
ン
を
ク

リ
ッ
ク
し
た
ら
、
い
き
な
り
有
料
登
録
さ
れ
た
」
な
ど
の
相

談
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
未
成
年
者
が
無
料
の
ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
等
か
ら

巧
み
に
誘
導
さ
れ
て
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
や

パ
ソ
コ
ン
な
ど
に
ウ
イ
ル
ス
（
不
正
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
感
染

さ
せ
て
、
料
金
請
求
画
面
を
消
せ
な
い
よ
う
に
す
る
ケ
ー
ス

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

★
消
費
者
が
有
料
サ
イ
ト
な
ど
に
申
し
込
む
意
思
が
な
く
、

勝
手
に
有
料
登
録
さ
れ
た
場
合
、
契
約
は
成
立
し
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
料
金
を
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
あ
わ
て
て
業
者
へ
連
絡
す
る
こ
と
は
個
人
情
報
を
知
ら
せ

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

登
録
さ
れ
た
と
し
て
も
、
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
な
ど
か
ら
、
氏
名

や
住
所
な
ど
の
個
人
情
報
が
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
以
外
に
も
、
ゲ
ー
ム
機
や
テ
レ
ビ

な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
機
器
は
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。
保
護
者
の
方
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
つ

い
て
親
子
で
ル
ー
ル
を
決
め
る
な
ど
、
使
い
方
に
つ
い
て
親

子
で
よ
く
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

★
未
成
年
者
に
利
用
さ
せ
る
場
合
に
は
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用
し
、
安
全
に
利
用
さ
せ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

★
請
求
さ
れ
て
も
代
金
を
支
払
っ
た
り
せ
ず
、
左
記
の
相
談

窓
口
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口
】

松
野
町
産
業
振
興
課

☎
０
８
９
５
・
42
・
１
１
１
６

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
・
９
２
５
・
３
７
０
０

Informationお し ら せ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
多
額
の
請
求
が
！

「
え
ひ
め
夢
提
案
制
度
」₂₅
年
春
の
提
案
募
集

予
防
接
種
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　
「
県
の
決
ま
り
を
変
え
て
く
れ
た
ら
、
も
っ
と
地
域
に
役

立
つ
事
業
が
で
き
る
の
に
…
」
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　

愛
媛
県
で
は
、
規
制
緩
和
を
は
じ
め
、
様
々
な
形
で
地
域

を
応
援
す
る
「
え
ひ
め
夢
提
案
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
積
極
的
な
提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
締
め
切
り
】　 

６
月
30
日
㈰
ま
で
に
所
定
様
式
を
メ
ー
ル
、

　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ

【
問
合
せ
先
】　

愛
媛
県
地
域
政
策
課

　
　

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
２
３
５

　
　

℻  
０
８
９
・
９
１
２
・
２
９
６
９

　
　

メ
ー
ル　

yum
e-teian@

pref.ehim
e.jp

中
四
国
初
！
国
内
線
Ｌ
Ｃ
Ｃ
が「
松
山‐成
田
」に
就
航

　

６
月
11
日
か
ら
、
新
た
に
国
内
線
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
格
安
航
空
会

社
）
が
「
松
山
―
成
田
」
間
に
就
航
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
国
際
線
へ
の
乗
継
や
千
葉
、
茨
城
な
ど
北
関

東
へ
の
移
動
が
便
利
に
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
の

羽
田
線
に
加
え
て
、
首
都
圏
へ
の
移
動
に
新
た
な
選
択
肢
が

加
わ
り
ま
す
。

　

ま
す
ま
す
便
利
に
な
る
松
山
空
港
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

【
問
合
せ
先
】　

愛
媛
県
交
通
対
策
課

　

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
２
５
２

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
３
が
実
施
さ
れ
ま
す
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

今
年
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
活
動
へ
の
参
加
を

応
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
３
が
実
施
さ

れ
ま
す
！

　

こ
の
事
業
は
、
通
年
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
・
分
野
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集
情
報
を
提
供
す
る
ほ
か
、
年
４
回
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
ィ
ー
ク
に
は
、
季
節
版
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
情
報
を
掲
載
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
（
年
２
回

発
行
）
及
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
働
企
画
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
愛
媛
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で

http://nv.pref.ehim
e.jp/

困ったときは、ピピッと相談！

　Ｈｉｂ感染症・小児の肺炎球菌感染症・ヒトパピローマウイルス感染症（子宮頸がん予防）の予防接種が
平成25年４月１日より定期接種となりました。

子宮頸がん予防ワクチン・ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン一覧表

種　　別 対象年齢
（公費で受けられる期間） 標準的な接種年齢 接種回数 備考

子宮頸
がん予
防ワク
チン　

サーバリックス
（２価ワクチン） 小学６年生～

高校１年生相当
年齢の女性

中学１年生の女性

初回、１ヵ月後、初回
から６ヵ月後の３回

十分な予防効果
を得るために、
必ず同じ種類の
ワクチンを接種
すること

ガーダシル
（４価ワクチン）

初回、２ヵ月後、初回
から６ヵ月後の３回

ヒブワクチン 生後２ヵ月～５歳未満 生後２ヵ月～７ヵ月未満 １～４回（接種開始年
齢により異なる）

小児用肺炎球菌ワクチン 生後２ヵ月～５歳未満 生後２ヵ月～７ヵ月未満 １～４回（接種開始年
齢により異なる）

※標準的な接種年齢の方にはお知らせしていますので、同封している説明書をご覧ください。
ご不明な点は、保健センターまでご連絡ください。

☎42－0708

夢提案
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　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
消
防
職
員
募
集

個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

情
報
公
開
制
度
の
実
施
状
況

区　分 人　員 採用年月日（予定） 勤　　務　　内　　容

初　級 ７名程度 平成26年４月１日以降 消防本部、宇和島消防署、鬼北消防署、吉田・津島分署のいずれ
かに勤務し消防業務に従事

【受験資格】
① 平成元年４月２日以降生まれで、高等学校卒業以上の学歴を有する人または平成26年３月卒業見込みの人及
び高等学校卒業程度以上の学力を有する人

②身体強健で視力、聴力、言語及び運動機能に障害がなく、次の身体基準をみたす人
身　長 男性:おおむね160㎝以上、女性:おおむね155㎝以上
体　重 男性:おおむね50㎏以上、女性:おおむね45㎏以上
胸　囲 身長のおおむね２分の１以上
視　力 両眼とも視力0.7以上（矯正含む）で色覚が正常なこと
聴　力 左右とも正常であること
その他 身体に障害その他の異常がなく心身ともに健康であること

③ 普通自動車（ＡＴ車限定を除く。）の運転資格のある人または平成26年３月31日までに免許取得できる人（生
年月日等の関係で取得できない場合は、平成26年度中に免許取得できる人）

④日本国籍をもつ人
⑤地方公務員法第16条各号のいずれにも該当しない人
⑥採用後、宇和島市又は北宇和郡に居住できる人
⑦高所恐怖症でない人
【試験の内容・日程】

試験 日　　時 内　　　　　　　容
１次 ９月22日㈰ 教養（高校卒業程度）、消防適性検査、作文

２次 10月下旬
※１次試験合格者のみ
面接：集団討論・個人面接体力テスト：《男女共通》握力、上体起こし、長座体前屈、
反復横とび、立ち幅とび《男性》1,500ｍ走、懸垂《女性》1,000ｍ走、斜め懸垂

【受験手続】
提出書類 ①志願表　②写真２枚（内１枚は志願表へ貼付）③健康診断票
提出期間 平成25年７月16日㈫～８月６日㈫の執務時間中（８：30～17：15）

提 出 先
（問合先）

宇和島地区広域事務組合消防本部総務課
〒798-0060　宇和島市丸之内５丁目１-18　☎22－7539
※郵送の場合は、380円切手を貼った宛先明記の返信用定形封筒を同封

そ の 他
試験案内、志願表及び健康診断票は、消防本部総務課、広域事務組合事務局、宇和島市役所、松野町
及び鬼北町の人事担当課で交付。また「宇和島地区広域事務組合」ホームページからもダウンロード
できます。

　松野町情報公開条例第24条の規定により、平成24年度
の情報公開制度の実施状況を公表します。
開示請求等に対する決定等の状況

（平成24年４月１日から平成25年３月31日まで）

　松野町個人情報保護条例第44条の規定により、平成24
年度の個人情報保護制度の運用状況を公表します。
個人情報の開示請求件数及び決定等の状況

（平成24年４月１日から平成25年３月31日まで）

※一部開示を含む ※一部開示を含む

区分

実　施
機関名

請求
件数

実施機関による決定等の内容 異議
申立
件数

個人情報保護審査会 決　定

全部
開示

一部
開示 非開示 不存在 諮問

件数
答申
件数 審議中 開示 非開示

※

町 長 部 局 ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０

教育委員会 ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０

選 挙 管 理
委 員 会  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０

監 査 委 員 ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０

農業委員会 ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０

固定資産評価
審 査 委 員 会  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０

議 会  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０

区分

実　施
機関名

請求
件数

実施機関による決定等の内容 異議
申立
件数

個人情報保護審査会 決　定

全部
開示

一部
開示 非開示 不存在 諮問

件数
答申
件数 審議中 開示 非開示

※

町 長 部 局 ３  ３  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０

教育委員会 ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０

選 挙 管 理
委 員 会  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０

監 査 委 員 ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０

農業委員会 ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０

固定資産評価
審 査 委 員 会  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０

議 会  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０
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６月の森の国行事予定表

日 曜日 予　　定　　　　　　　　　　　　　　　

１ 土 蛍の畦道ライトアップ／松野南小学校周辺

２ 日 予土うまいもの合戦／虹の森公園 当しませ医院☎27-1888
当こおり小児科☎24-5633

当沖循環器内科医院☎25-3335
当鬼北町富山医院☎45-0360

３ 月 乳がんマンモ検診／午前：目黒基幹集落サンター
　　　　　　　　　午後：松野町保健センター 可葛川以外町内全域

４ 火 乳がんマンモ検診／松野町保健センター 不豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

５ 水 大目黒基幹集落センター 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

６ 木 不松丸・吉野・蕨生・奥野川

７ 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野・蕨生・奥野川

８ 土

９ 日 当藤田整形外科医院☎22-5635
当こばやし小児科☎23-1150

当わたなべハートクリニック☎25-1717
当鬼北町篠原医院☎45-3370

10 月 可葛川以外町内全域

11 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

12 水 ３歳児健診／松野町保健センター 大上家地集会所 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

13 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

14 金 健康診査／森の国ふれあいセンター 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

15 土

16 日 当ますだクリニック☎23-6611
当山下小児科☎23-0055

当木村内科医院☎24-0030
当鬼北町大野内科医院☎45-0141

17 月 可葛川以外町内全域

18 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

19 水 大富岡集会所 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

20 木 不松丸・吉野・蕨生・奥野川

21 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

22 土 職域対抗レクバレー大会

23 日 当鎌野病院☎24-6611
当やくしじこどもクリニック☎24-1386

当松浦内科医院☎23-1122
当鬼北町いしむら整形外科☎20-6635

24 月 可葛川以外町内全域

25 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

26 水 大豊岡前公民館 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

27 木 健康診査／豊岡前公民館 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

28 金 健康診査／松野町隣保館 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

29 土

30 日 当宍戸脳神経クリニック☎22-0597
当こおり小児科☎24-5633

当山本内科医院☎22-5100
当三間町ふじいし医院☎58-4901

当……休日当番医　　　大……粗大ごみ、小型家電回収日
可……可燃物回収日　　不……不燃物回収日　　古……古紙類回収日


